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前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
今
年
の
「
三
部
旅
行
会
」

は
栃
木
県
足
尾
 
B
光
方
面
ヘ
一
泊
二
白
の
パ
ス
簾
行
で
す
。

一
日
目
は
渡
良
瀬
川
沿
い
に
足
尾
を
訪
ね
、
草
木
湖
畔
で
一

泊
、
二
日
目
は
臼
光
の
世
界
遺
産
を
た
っ
ぶ
り
観
光
し
荻
す
。
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先
ず
は
田
中
正
造
記
念
館
ヘ

朝
、
千
代
田
区
役
所
前
を

ス
タ
ー
ト
し
た
バ
ス
は
東
北
自

動
車
道
を
舘
林
ま
で
走
行
し
、

館
林
市
内
に
あ
る
田
中
正
造
記

念
館
を
訪
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は

三
0
分
程
度
入
館
し
て
足
尾
鉱

毒
事
件
と
田
中
正
造
の
業
績
に

つ
い
て
事
前
知
識
を
得
ま
す
。

駅
中
温
泉
で
お
試
し
入
浴
後

、ノ圏光日
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昼
食
後
は
富
弘
美
術
館
に
行

き
、
作
品
を
鑑
賞
し
ま
す
。
こ

こ
で
は
不
慮
の
事
故
で
披
体
不

自
由
と
な
っ
た
星
野
富
弘
さ
ん

が
水
彩
の
詩
画
を
通
し
て
生
命

の
尊
さ
、
や
さ
し
さ
を
語
り
つ

づ
け
て
い
ま
す
。

二

炊
に
、
わ
た
ら
せ
渓
谷
鉄
道

「
水
沼
駅
」
の
中
に
あ
る
と
い

う
珍
し
い
温
泉
セ
ン
タ
ー
に
立

ち
寄
り
、
入
浴
と
昼
食
を
と
り

ま
す
。
入
浴
し
な
い
人
は
近
く

の
文
化
財
「
旧
花
輸
小
学
校
記

念
館
」
等
を
見
学
し
ま
す
。

富
弘
婁
術
館
ヘ

ル
L
 
様
を
再
現

、
ー
し
た
「
銅

離
山
観
き

と
、
廃
坑

と
な
つ
た
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籍
濯
声
呈
を
ゆ
っ
く
の
ハ
イ
ク

恒
例
と
な
っ
た
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
今
年
は
干
葉
県
の
流
山

の
町
を
歩
き
談
す
。
十
一
月
十
一
白
(
金
)
の
午
後
常
磐
線
馬

橘
駅
に
集
合
し
て
約
Ξ
時
間
、
流
山
の
歴
史
と
文
化
を
た
ど
り

恋
が
ら
の
街
歩
き
で
す
。
詳
し
く
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

流
山
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
?
治
初
期
に
は
葛
飾
県
庁
が
置
か

流
山
市
は
東
京
都
心
か
ら
約
れ
、
千
葉
大
学
の
発
祥
の
地
な

2
5
キ
ロ
。
千
葉
県
の
北
西
部
ど
、
歴
史
と
文
化
の
街
で
し
た
。

に
位
置
し
、
西
境
を
江
戸
川
が
そ
の
後
、
陸
上
交
通
の
発
達

南
北
に
流
れ
、
そ
の
対
岸
は
埼
な
ど
で
船
運
は
衰
退
の
一
途
を

玉
県
、
市
の
北
部
に
は
利
根
運
た
ど
り
、
流
山
は
高
度
成
長
時

河
が
流
れ
る
比
較
的
小
さ
な
街
代
の
急
速
な
都
市
化
の
時
期
に

で
す
。
市
の
ホ
ー
ム
。
ヘ
ー
ジ
を
も
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
区
画
の

閉
く
と
都
心
に
近
い
緑
豊
か
な

低
層
の
戸
建
て
住
宅
街
が
形
成

落
ち
着
い
た
住
宅
都
市
と
し
て

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
流
山
市
域
と
な
っ
た

江
戸
時
代
か
ら
江
戸
川
の
水
の
は
一
九
五
一
年
で
、
旧
一
町

運
で
発
展
し
、
み
り
ん
の
一
大
二
村
が
合
併
し
「
江
戸
川
町
」

産
地
で
も
あ
っ
た
流
山
は
、
明
を
名
の
り
ま
し
た
が
、
東
京
の

三

足
尾
の
集
落
跡
な
ど
も
訪
ね
る

予
定
で
す
。

初
日
の
メ
イ
ン
・
足
尾
銅
山
と

ト
ロ
ッ
コ
列
車
乗
車

こ
二
の
日
は
最
後
に
わ
た
ら
せ

渓
谷
鉄
道
の
ト
ロ
ッ
コ
列
車
に
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乗
り
、
宿
泊
場
所
に
向
か
い
ま

す
。
宿
泊
は
草
木
湖
畔
の
国
民

宿
舎
「
サ
ン
レ
イ
ク
草
木
」
で

す
。
午
後
四
時
半
に
は
チ
エ
ッ

ク
ィ
ン
し
、
庭
園
風
露
天
風
呂

で
ゅ
っ
く
り
し
た
後
は
、
ロ
ビ
ー

で
ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
の
演
奏

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

二
臼
目
は
日
光
の
世
界
遺
産

を
じ
つ
く
り
見
学

二
日
目
は
遅
め
の
出
発
で
一

路
日
光
に
向
か
い
ま
す
。
日
光

到
着
後
は
、
ま
ず
最
初
の
世
界

遺
産
「
東
照
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し
、
そ
の
後
日
光
名
物
!
の
昼

食
を
と
り
ま
す
。

昼
食
後
は
自
由
行
動
の
時
間

を
約
二
時
間
、
各
自
見
学
し
た

い
と
こ
ろ
に
赴
い
て
い
た
だ
き

ま
す
。
残
る
二
つ
の
世
界
遺
産

属
王
寺
」
と
Ξ
荒
山
神
社
」

を
巡
る
二
ー
ス
を
希
望
す
る
人

は
一
緒
に
行
動
し
ま
す
。

午
後
三
時
に
は
日
光
を
出
炎

途
中
「
お
買
い
物
タ
イ
ム
」
な

ど
設
け
な
が
ら
、
区
役
所
前
に

午
後
五
S
六
時
に
は
帰
着
す
る

予
定
で
す
。

'

宮
」
を
見
学
誠

江
戸
川
区
と
ー
、

問
違
わ
れ
や
す
い
と
の
理
由
で
、

わ
ず
か
九
か
月
で
「
流
山
町
」

に
改
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

江
戸
末
期
に
新
選
組
局
長
の

近
藤
勇
が
最
後
の
陣
を
流
山
に

敷
い
た
こ
と
は
み
な
さ
ん
も
ご

存
知
で
す
よ
ね
。

歩
く
の
は
ど
ん
な
町
?

そ
ん
な
流
山
で
今
回
歩
く
の

は
、
か
つ
て
江
戸
川
や
利
根
運

河
の
水
運
で
栄
え
、
ま
た
白
み

り
ん
誕
生
の
地
と
し
て
も
知
ら

れ
る
「
流
山
本
町
」
で
す
。

ま
ず
は
閉
業
1
0
0
年
を
迎

え
た
流
山
電
鉄
で
流
山
駅
に
向

か
い
散
策
を
行
い
ま
す
。

こ
の
流
山
電
鉄
は
一
九
一
三

年
に
資
本
金
七
万
円
、
株
主
数

、
W
金

二
六
人
の
「
住
民
に
ょ
る
鉄

道
」
と
し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

全
線
5
 
・
 
8
キ
ロ
、
当
初
の
駅

は
流
山
、
鰭
ケ
崎
大
谷
口
、

馬
橋
の
四
駅
で
し
た
が
現
在
は

六
駅
と
な
っ
て
い
ま
ず
。

散
策
す
る
流
山
本
町
は
、
江

戸
回
廊
の
名
で
観
光
ス
ボ
ッ
ト

と
し
て
町
船
こ
し
が
す
す
め
ら

れ
て
い
る
地
域
で
す
。
近
藤
勇

が
最
後
の
陣
を
敷
い
た
陣
屋
跡

や
万
華
鏡
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て

開
設
し
て
い
る
見
世
蔵
富
士

塚
で
知
ら
れ
る
浅
問
神
社
、
小

林
一
茶
が
生
涯
五
0
回
以
上
訪

れ
た
と
い
う
一
茶
双
樹
記
念
鎧

「
流
山
」
の
地
名
発
祥
の
地
・

赤
城
神
社
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ぱ
と
思
い
ま
す
。
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日本高齢者大会陳京

「町から村からの連帯でひと

りぼっちの高歯諸をなくそう」

「憲法を生かし戦争法廃止を」

「今こそ人間らしく生きるた

めに手をつなごう」をスロー!

ガンに、第30回大会が東京で!

開かれます。退職者会からも

参加します。希望者は電話で!
お知らせを! 03 ・ 3221・ 0052
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8月記日(日)13時~分科会

大正大学

8月29日(月)10時~全体会

東京国際フォーラム
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千イt田区職労

沖縄に連帯する夕ベ
区職労はこの夏の平和の取り組みのーつとし

て、沖縄の基地に反対するたたかいに連帯する

集いを開催します。退職者会もこの「タベ」に
参加します。会員の皆さんもぜひご参加くださ
レ、

帰と
れ確
ば信
いに
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1て
」美
沖し
'い
の
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基
の地

ψ

はか
悲こい
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全をい

く観毛
なて゜
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日時9月2日(金午後5時30分から

千代田区職労事御h(区御折5階)
500円(簡単な飲食付き)

,6.19沖縄県民大会の報告

・}軌畢メヒ部高江の米軍へりパッド

建設反対のたたかい

・沖縄料理を食ベながらオリオン

ビールで交流

ず;気廓'鳳t.子'がN

盲
の
奈
み
ん
な
の
力
で
蟇
止
め
よ
3
声
を
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「
戦
争
法
廃
止
・
総
が
か
り
行
勤
」
1

集
会
は
、
参
院
選
が
終
わ
越
俊
太
郎
氏
が
駆
け
つ
け
る
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら

る
や
否
や
沖
縄
で
は
高
江
ヘ

も
頑
張
り
ま
し

0

の
へ
り
パ
ッ
ド
建
設
に
恂
け

西
本
優

て
の
資
材
搬
入
が
行
わ
れ
、

争
法
廃

反
対
住
民
の
排
除
の
た
め
大

て
困
会

量
の
機
動
隊
が
投
入
さ
れ
て

、
こ
会
員

ま

い
る
と
と
が
報
告
さ
れ
る
な

ど
、
緊
迫
し
た
雰
囲
気
の
な

か
で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
ん
な
状
況
を
暗

示
す
る
か
の
よ
う
に
集
会
開

始
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
傘
も
役

に
立
た
な
い
ほ
ど
の
土
砂
降

り
の
f
何
と
な
り
ま
し
た
が
、

4
5
0
0
人
も
の
人
が
国
会

前
に
集
ま
り
都
知
事
選
挙
で

こ
ι
一

野
党
統
一
候
補
と
な
っ
た
鳥

と
「
み
ん
な
の
力
で
改
憲
止

め
よ
う
」
と
高
ら
か
に
コ
ー

ル
し
ま
し
た
。

政
党
か
ら
は
日
本
共
産
党
、

民
進
党
、
社
民
党
の
代
表
が

そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
、
野
党
と

市
民
の
力
で
改
憲
を
止
め
よ

う
と
訴
え
ま
し
た
。

確
か
に
選
挙
で
改
憲
勢
力

は
三
分
の
二
を
占
め
ま
し
た

が
国
民
は
改
憲
ヘ
の
白
紙
委

任
を
与
え
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
選
挙
後
の
世
論
調

査
で
も
改
憲
を
望
ま
な
い
声

が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
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わ
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改
憲
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つ
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゛
ノ
ん
"
士
、
、
.
、
 
J
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し
て
作
ら
れ
た
映
画
で
、
魚
ち
は
キ
ャ
ン
プ
シ
ユ

九
月
二
日
に
は
下
記
「
沖
一
工
事
用
車
の
ゲ
ー
ト
通
過
を
止
め
た
。

画
面
が
目
ま
ぐ
る
し
く
動
く
の
で

縄
の
夕
ベ
」
も
あ
り
ま
す
 
f
゛
海
で
は
海
上
保
安
庁
の
暴
力
が
自
に
余
っ
た
。
ア
ル
さ
に
と
て
も
疲
れ
た
。
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影
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ノ
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所
費
容

場
会
内

だ
か
ら
△

え
て
来
そ
う
だ
。

、
の
海
」
第
二
部
と
一
と
、
沖
縄
の

N
 
国
が
工
事
を

四
年
 
N
 
を
め
る

ま
し
た
。

慧
勢
力
が
三
分
の
二
を
占
め
た
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2015年9月19日、安保法制が国会で

違憲であるにもかかわらず強行採決された日です。この日
は私たち日本人が安倍政権を絶対に許してはならない日と

なりました。鎌ケ谷9条の会では、毎月10数名或いは20数
名の会員が1時間数十分の時問をかけて安保法制反対の意
思、を掲げて国会ヘ出向きます。

先月7月19臼は思わぬにわか雨に会い、皆でずぶ濡れ
にあいました。都知事選の真っ最

中で、マック赤坂の宣伝力一がデ

モ隊とともに安保法制反対のシェ

プレヒコールを唱えてぃたのには

井上たけ妙な気持ちにさせられました。
この日、いつものように各党議

員の力強いメッセージがあり、加えて日弁連の弁護士から
活動状況報告と9月2ヨの裁判ヘの呼びかけ、個性的で魅
力的な話がありました。

安倍政権は昨年9月19日に大多数の国民の反対の中、
安保法制を成立させ、今年3月に集団的自衛権の行使を可
能にさせ、そして今、 9条も視野に入れた改憲議論を始め
ると明言しています。私たち国民は現在正

憲法改羅念場に立たされています。戦争巴いう歴史

匝河露を再て^り返さないために!

0

1""松どテッの三ミ区廊面i{霜""1
「生前退位」で

どうなる「改憲」

吋堰殉^,^・,
「鎌ケ谷9条の会」での活動

立"_〒_守、_:、" 0 ゛県員モ゛"ーー"甲一『風野墨"-C、叫,,'"."゛.寺畴ネ亨畔制゛.゛ー.,.゛

私の住む鎌ケ谷市は、船橋、松戸、柏を接点とする人口

10余万人の小さな市です。そとに佐藤弁護士を代表とする

「9条の会」があり、私は退職後、発足2年目に戦争反対

の意思表明をして入会しました。当時は数十名でしたが、
現在は会員の努力により160名を超える数になりました。

民進党、社民党、共産党、無所属、そして去年から公明
党員が2名、党に対する不信から憲法9条を守りたいの思
いで会に参加しました。

会では年に大・中・小のイベント

を企画していますが、今年7月には

弁護士の八法亭みややっこを迎えて

"憲税脚T"を開催しました。会員は
チケット販売、チラシ轍き、ポスター

貼り等に奮闘し、当日は220余名の

市民の参加で市の保健センターは笑いと拍手と相槌で2時
間があっという間に過ぎました。

興奮収まらず、その後講師を中心に駅前の中華飯店で二
炊会の喋り会を共に楽しみました。

みややっと先生の弁、「高座後時々、『抗議行動に行う
ても安倍内閣は聞く耳を持たない、無力感に襲われる』と
いう質問を受けます。私とて焦りを覚えることがあります。
と言って、正しいと分かっていることに貝をっぶることは

できない、自分に嘘をっくことほど屈辱的なことはありま

1河吉辰剛優冒司11

1.." 711
1稔'"峡1側、!.111

松
し
ば
ら
く
ご
無
沙
汰
し

て
た
け
ど
、
元
気
9

テ
ツ
暑
さ
に
参
っ
て
い
る

け
ど
、
何
と
か
生
き
て

る
よ
。

松
と
こ
ろ
で
、
天
皇
の

生
前
退
位
が
話
題
を
呼

ん
で
い
る
ね
。

テ
ツ
国
民
世
論
は
天
皇
の

「
お
気
持
ち
」
を
支
持

し
て
い
る
よ
う
だ
。
オ
レ

も
理
解
す
る
一
人
だ
よ
。

松
安
倍
首
相
は
「
重
く

受
け
止
め
て
い
る
」
と
表
明
し
た
が
、
本
音

は
ど
ぅ
だ
ろ
う
ね
。

テ
ッ
安
倍
と
関
係
が
深
い
「
日
本
会
議
」
は
生

前
退
位
に
否
定
的
だ
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

松
そ
れ
は
ど
ぅ
い
う
理
由
な
の
か
な
?

テ
ッ
「
日
本
会
議
の
正
体
」
と
い
う
本
を
書
い

て
い
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
青
木
理
氏
に
ょ

れ
ば
、
「
神
格
化
さ
れ
た
天
皇
制
に
あ
こ
が

れ
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
よ
。

松
そ
れ
っ
て
、
戦
前
の
「
現
人
神
(
あ
ら
ひ

と
が
み
)
」
の
復
活
を
望
ん
で
い
る
っ
て
こ

と
か
い
。
時
禽
誤
も
甚
だ
し
い
。

テ
ッ
う
ん
、
生
前
退
位
は
一
世
一
代
の
神
聖
性

を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
わ
け
だ
。

こ
と
に
、
安
倍
の
悩
ま
し
い
問
題
が
あ
る
と

思
う
な
。

松
ど
ぅ
い
う
こ
と
9

テ
ツ
安
倍
は
「
重
く
受
け
止
め
て
い
る
」
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
以
上
、
皇
室
典
範
の

改
正
に
つ
い
て
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
。

松
確
か
有
識
者
会
議
を
設
け
て
検
討
を
開
始

す
る
と
い
う
段
取
り
と
聞
い
た
け
ど
。

テ
ツ
そ
う
な
ん
だ
。
有
識
者
会
議
が
報
告
を
出

す
ま
で
に
は
相
当
な
時
間
が
か
か
る
と
言
わ

れ
て
い
る
ね
。
実
は
安
倍
は
参
院
選
で
三
分

の
二
の
改
憲
勢
力
を
得
た
今
こ
そ
、
一
気
に

改
憲
に
持
ち
込
み
た
い
と
考
え
て
い
る
ん
だ
。

松
そ
れ
は
僕
も
心
配
し
て
い
る
。
二
0
一
八

年
九
月
の
任
期
ま
で
に
成
し
遂
げ
た
い
、
そ

れ
に
は
こ
の
九
"
の
臨
時
国
会
で
憲
法
審
査

会
を
始
動
さ
せ
来
年
の
通
常
国
会
に
は
改

正
案
を
出
そ
う
と
い
う
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
じ
や

あ
な
い
か
な
。

テ
ツ
と
こ
ろ
が
皇
室
典
範
の
改
正
が
日
程
に
入
っ

て
く
る
と
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
通
り
に
は
進
ま
な

く
な
つ
て
し
ま
う
。

松
こ
れ
は
僕
の
穿
っ
た
見
方
だ
け
ど
、
こ
の

時
期
に
生
前
退
位
の
問
題
を
持
ち
出
し
た
天

鳥
に
は
何
か
意
図
が
あ
っ
た
ん
じ
や
な
い
か

と
さ
え
勘
ぐ
つ
て
し
ま
う
ね
。

テ
ツ
確
か
に
、
天
皇
が
い
つ
も
口
に
す
る
「
平

和
」
は
、
安
倍
の
「
積
極
的
平
和
主
義
」
の

「
平
和
」
と
は
相
い
れ
な
い
よ
う
に
感
じ
る

よ
。
今
年
の
戦
没
者
追
悼
式
で
も
天
皇
は

「
深
い
反
省
」
と
言
っ
た
が
、
安
倍
は
反

省
、
を
口
に
し
な
か
っ
た
。
天
皇
が
安
倍
の

進
め
る
方
向
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
と
し

て
も
不
思
議
じ
や
あ
な
い
な
。

松
う
ー
ん
、
「
日
本
会
議
」
は
天
皇
を
神
様

と
あ
が
め
た
い
の
に
、
そ
の
天
皇
は
あ
く
ま

で
現
憲
法
で
の
象
徴
天
皇
に
固
執
し
て
い
る
。

「
日
本
会
議
」
を
後
ろ
盾
に

し
て
い
る
安
倍
の
悩
み
は
深
一

い
な
あ
、
と
り

,
ノ
,

あ
え
ず
任
期
を

延
長
し
て
構
え

な
給
そ
う
と
し
て
い
る
ん
じ
や

」
事
、

舮
熟
金
な
レ
カ
な

、
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あ懸施@詔億侭疑局『綬』を紹介ずるぺージ第4回
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11 私の住むイ主宅団地の祭りと言えば、8月の盆踊りくらいです。ところがこの盆踊り、櫓と提灯は飾って 1 て先お
1 あっても踊り手は見当たらないという奇妙な光景です。大音響の音楽は炭坑節と東京音頭の繰り返し。住1 る出ま
民達はというと、焼きそばや飲み物の屋台に釘付け。高層住宅に囲まれた広場が発する大音響に、この日IJJ

ヲは自宅から非難する住民も多数・・・。こんな光景がもう何年も繰り返されているのです。地域のフラサーク
.

ルやアマチニアバンドなどを頼んで「納涼の夕ベ」でもやったら良いのにとっくづく思います。
j フラサークノレで思い出しましたが、 10数年前の憂、ハワイ島に観光に行きました。ハワイ島はハワイ
諸島の中でも新しい島で、世界自然遺産のキラウェア火山は真っ赤な溶岩を流し続けてぃますし、噴火が1

ノ

収まったマウナロアやマウナケアは富士山をはるかに超える標高4千メートノレの巨大な峰を連ねてぃます。
一見荒涼とした風景です。しかし夜ともなると世界でも有数の天体観測に適した場所として、多くの国が二

この島を一周してみて驚きました。日系人が多いことは聞いてぃましたが、町のあちこちの広場にBO

イf

j観測所を設けています。日本の「すばる望遠鏡」もことにあります。星降る島です。

;, N DANCEと書かれた看板が掛かり、櫓と提灯がしっらえられてぃるのです。荒涼とし
1た風景を照らす星空の下、煌めく提灯の灯りの中で繰り広げられるボンダンス、いや正真
1"正銘の盆踊り。なんと幻想的ではありませんか。

盆踊りにかけるハワイ島日系人の想い、それはいかなるものか?疑問と興味が湧いてき
ました。短い"怖在中に分かってきたこと、それは過酷な奴隷労働に耐え、やがては島の農
業と経済を支える中心的な存在にまでなる、勤勉実直で我慢強かった一世二世達の血と汗
と涙と日本ヘの想いを、三世四世たちもしっかりと受け継いでぃるということでした。過
酷な労働から解き放たれた一時、一世二世達は月灯りに照らされるマウナロアを富士山に
見立て、ふるさとを偲び思いのたけ踊り明かしたことでしょう。

2016'手8月20日

、
、^ ,ι『「、气

この島の日系人の日本を想う気持ちは尋常ではありません。 JALがある時期コナという町に
t 成田から直行便を飛ばしたことがありました。実は私もこの時期に行ったのです。一番機が着陸
する日、コナの日系人は総出で空港まで出かけ、旗を振って迎えたそうです。直行便で結1淵しる、
それは長年の悲願、一世たちが聞いたら、腰を抜かすほど驚く大馴牛だったでしょう。
数年前、 NHKのど自慢がオアフ島ホノルルで行われました。ハワイ諸島から大勢の日系人が

集まり、涙と笑いに包まれました。この大会で優勝したのは「ホレホレ節」を歌った四世の娘さ'

んでした。サトゥキビ那音に従事する労働の厳しさを歌うた歌です。優勝が決まった時の会場は
感動上興奮のるっぽでした。私も日本でテレビ放映を見てぃて涙が止まりませんでした。

11 今年のハワイ島のボンダンス、日系人たちはホレホレ節に酔いしれながら、この島に骨を埋め
た父や母や祖父母の霊とその苦労を偲んだことでしょう。日本の新興住宅地で毎夏繰り広げられ
る形骸化した盆踊り、遠く庸卸たハワイ島の日系人が魂を絞り出して踊り明かすボンダンス、虚
しさも、濃密さも、こんなに違う「日本」の捺りなのですね

、.

兇丁1゛气
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^

ホレホレ節

.ハワイハワイと夢
見てきたが流す涙

は甘庶(きび)の中

.行こかメリケン締ろ
か日本ここが思案

のハワイ風

.今日のホレホレ辛く
はないよ昨日届い

た望使η

、横浜出るときゃ涙で

でたが今は子もあ

る孫もある
>';、、

"^

、、、 、

絵手紙、レシビとも』禿欝代子さん

司

(盲乏卯臓ベヲとゴ^桧干盡

ケ

丸

豚ノξラのかたまりをIcmの厚さにスライス。

ゴーヤは半分に釖り種と綿を取ったら5伽幅

位にブツブツと如ります。

鍋に油をひいて肉の表面に焼き色がっくく

らい妙めます。ゴーヤをいれ、水をヒタヒタ

にかぶる位入れます。酒・白だし・醤油.み

りんを入れ・梅干を2個位種を取うていれます。

グツグツしてきたら30分位弱火で煮てできあがり。豚
肉も柔らかく、しっかり味のし

みたゴーヤは口の中でとろける

ようです。たくさんゴーヤが食

べられて夏バテ防止になります。
味付けの濃さはお好みで。

、、

ー'π^

祭っの
'^

た町
祭の

召り祭
、

り、

故
郷
の

D祭

"

1

1""

.'

.、、、、..、 、、q
、 ミ、 ゞ゛ 、、、

圏上、J閏^Ξ.

1ぜ"'戸、;i.1、,・'・ζ・

.F、゛¥f'、ルー

イ^ Jコ

武'、、4ゑ〒、."ー'J :゛"t.キPJ-ー

凱

働偽k
^

弍、じ、,、、气

?・

、

f^

旅

"ご'や →奉

、゛-1夢弐沈、J ぎ・

,、菜轟驫 g
ゑt

、_..~y、辺

、,'鴫.黍,ご三ごヌ*1
、1 ,J、・、;辻、゛ξ、y",'

多
ダ
"
メ
・
ノ
美
メ
、
/
ノ

、
"
;
,
【
f
,

"
'
"
"
'
,
ヘ
、

囲
闇
岳

二
0
一
一
匡
に
成
立
し
た

「
被
用
者
年
金
二
兀
化
迭

に
ょ
り
、
恩
給
期
間
に
か
か

わ
る
給
付
を
二
七
%
も
削
減

す
る
暴
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
方
公
務
員
の
場
合
は
昭

和
三
七
年
十
二
月
以
前
の
恩

輪
が
減
ら
さ
れ
ま
し
た
。

年
額
三
十
万
円
に
も
上
る
人

も
い
ま
す
。

J
i

、
、

こ
の
不
当
な
扱
い
に
対
し

て
全
国
で
裁
判
が
起
こ
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
判
決
が

ほ
ぽ
出
そ
ろ
い
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
敗
訴
と
な
0
て
し

ま
い
ま
し
た
。

判
決
は
「
高
齢
化
の
一
層

の
進
展
等
に
備
え
て
制
度
の

安
定
性
を
高
め
る
、
被
用
者

間
の
公
平
を
図
る
こ
と
で
公

的
年
金
全
体
に
対
す
る
国
民

の
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
に

減
額
は
容
認
さ
れ
る
」
と
い

う
も
の
で
、
認
め
が
た
い
内

容
で
す
。

現
在
高
裁
に
控
訴
を
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
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烹部含伺旅行会渡良瀬・足尾・日光を訪ね器旅
10月2日(日) 3日(月》

明治6年に開校し、廃校
後の平成玲年に国の登
録有形文化財に指定さ
れた。卒業生に童謡「う

さぎとかめ」の作詞をし
た石源和三郎がいる。

やさしさにいつでも
会える美訓獺官。一歩館
内に入ると、星野さん

の珠玉の作品があた

たかく迎えてくれる。
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1日目(10月2日)

8時30分千代田区役所前集合.出発

(車内で田中正造にっいての学習・講師桜井浩)
午前中館林「田中正造記念館」、水沼駅温泉センター
正午昼食(場所・水探駅温泉センター)

午後富弘美術館、「足尾銅山観光」、トロッ=列車乗車
16時30分「サンレイク草木」チェックィン

2日目(10月3 臼)

9時00分宿出発

10時即分日光到着東照宮見学
正午昼食

午後日光観光(世界遺産・輪王寺、二荒山神社等)
15時頃日光発、17時頃区役所前到着.解散
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江戸時代から昭和まで

如0年近く続いた銅山の

歴史と仕組みを分りや
すく紹介している。実際
に使われていた電車や
鉱石、選鉱所、製錬所の
模型が銅資料館で見学
することができる。
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21000円(1司毛寸の払込、印釈モ三え'1嗣IJ,
(昼食2回、入館料、トロッコ運賃、
東照宮拝観料含む)

25 名(先着順、家族・友人可)
03・3221・0052
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